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「
哲
学
は
ク
ル
マ
の
バ
ン
パ
ー
に
貼
る
ス

テ
ッ
カ
ー
と
は
違
う
よ
」と
、ラ
イ
ナ
ス
･

ヴ
ァ
ン
･
ペ
ル
ト
は
言
う
。情
報
を
捌
く
、

あ
る
い
は「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
」を
確
認
、

選
別
、分
析
し「
イ
ン
テ
リ
ジェン
ス
」に
昇

華
す
る
に
は
、そ
れ
な
り
の
知
識
量
が
必

要
で
あ
る
。そ
の
必
要
な
知
識
量
を
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
テ
レ
ビ
の
み
で
蓄
え
る
こ

と
に
は
、相
当
な
困
難
が
伴
う
の
で
は
な

い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
の
時
々
の
流
行
も
あ
る

の
で
、学
生
が
習
得
し
て
い
る
知
識
の
内

容
に
つい
て
、世
代
的
な
知
識
と
記
憶
への

郷
愁
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。と
は
思
う
も
の
の
、現
在
の

学
生
の
知
識
に
欠
け
て
い
る
も
の
は「
万

人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」を
避
け
る
た

め
の
、知
恵（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
）の
土
台

な
の
で
は
な
い
の
か
、と
い
う
疑
念
は
残
る
。

　
「
知
ら
な
い
こ
と
」が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、そ
し
て「
知
ら
な
い
こ

と
」を
克
服
す
る
姿
勢
が
あ
る
か
ど
う
か
。

自
分
が「
知
ら
な
い
こ
と
」に
対
し
て
、ど

れ
だ
け
虚
心
坦
懐
に
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
。狭
く
拡
が
り
を
欠
い
た
、単

に「
他
者
よ
り
も
そ
の
こ
と
に
つい
て
よ
く

知
っ
て
い
る
」だ
け
で
は
な
い
、他
者
の
原

理
原
則
に
対
す
る一定
の
敬
意
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
可
能
な
教
養
を
持
ち
う
る

こ
と
を
、わ
た
し
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
目
指

し
、考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
和
）

92

全体会での学長挨拶

飛沫を遮るパネルを配しての個別相談

感
染
症
の
防
止
対
策
を
施
し

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

葛
尾
村
で
の

地
域
連
携
活
動

村民の方々とえごまの収穫秋晴れのもと、開成の杜を背にたたずむ本館・家政学館 （撮影　山口郁生）

学校
法人 郡山開成学園報個の確立と他との協調 尊敬 ･ 責 任 ･自由

●発行所／学校法人郡山開成学園 〒963-8503 郡山市開成３丁目25番２号　　024（932）4848（代）  http://www.koriyama-kgc.ac.jp ●発行人／学園長  関口 修

　

ひ
ね
も
す
パ
ソ
コ
ン
（
硯
）

に
向
か
い
て
徒
然
な
る
侭
に
、

心
に
浮
か
ぶ
世
間
の
出
来
事
を

思
い
起
こ
し
、
記
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

此
の
処
、
多
く
の
報
道
機
関
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
投
稿
さ
れ
た
攻
撃

的
な
悪
意
を
取
り
上
げ
、
問
題
提

起
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
園
は
去
る
３
月
に
学

生
・
生
徒
・
園
児
や
教
職
員
の

家
族
に
い
た
る
ま
で
、
極
め
て

非
人
道
的
で
悪
意
極
ま
り
な
い

迫
害
に
曝
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
事
柄
で
す
。

　

な
ぜ
人
間
は
隣
人
を
誹
謗
中
傷

し
差
別
的
な
行
為
を
行
う
の
か
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

　

人
権
を
侵
害
し
て
歓
び
を
感
じ

る
日
本
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
余
多
の
事
例
を
分

析
的
に
観
察
す
る
と
思
想
信
条
に

ま
で
も
差
別
的
に
中
傷
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

民
主
主
義
社
会
に
生
き
る

我
々
に
と
っ
て
、
言
論
の
自
由

は
保
障
さ
れ
て
い
る
宝
・
権
利

な
の
で
す
が
、
権
利
を
行
使
す

る
た
め
の
責
任
・
義
務
感
は
希

薄
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
在
り

方
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

他
者
を
非
難
し
論
評
す
る
こ
と

の
多
く
は
価
値
観
や
政
治
問
題
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

評
価
す
る
言
葉
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス

と
客
観
性
が
欠
如
し
、
主
観
的
感

情
表
現
が
顕
著
な
状
況
に
遭
遇
し

ま
す
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
人
間
性

が
希
薄
で
、
教
養
が
欠
如
し
た
人

物
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ま
す
。

　

私
は
此
れ
ま
で
に
様
々
な

方
々
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
罹
患
し
た
人
を
苦
し
め
る
誹

謗
中
傷
問
題
解
決
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患

し
た
た
め
に
地
域
社
会
か
ら
迫
害

を
受
け
、
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地

に
住
め
な
く
な
り
、
一
家
転
住
や

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
事
例
を
聞

く
た
び
に
思
い
や
り
を
憂
い
、
言

葉
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　

人
間
は
時
に
よ
り
無
意
識
に
言

葉
を
使
い
、
多
様
な
価
値
を
客
観

的
に
表
現
し
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
で

国
会
中
継
を
見
る
度
に
、
国
民
か

ら
選
ば
れ
た
人
々
の
言
葉
遣
い
に

は
失
望
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
学
園
に
集
う
我
々
は
、
言
葉

を
注
意
深
く
使
う
習
慣
を
身
に
つ

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
経
験
を
記
せ
ば
、
他

人
を
誹
謗
中
傷
し
た
こ
と
で
非
難

さ
れ
傷
つ
き
、
後
悔
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
幅
広

く
読
書
し
、
教
養
を
深
め
て
お
け

ば
と
反
省
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
の
秋
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
悩
む
よ
り
、

時
間
を
見
つ
け
、
様
々
な
分
野
の

本
を
選
び
、
読
書
を
楽
し
ん
で
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

着
実
な
教
養
を
身
に
着
け
る
こ

と
は
、
自
分
が
主
体
的
に
生
き
て

い
る
実
感
を
認
識
す
る
大
切
な
手

段
な
の
で
す
。

　

客
観
的
に
考
え
る
能
力
は
科

学
的
分
野
か
ら
、
そ
し
て
主
観

的
能
力
は
芸
術
文
化
か
ら
修
練

さ
れ
る
知
識
で
す
。
客
観
と
主

観
の
総
和
が
教
養
と
な
り
、
的

確
な
判
断
・
生
き
る
力
を
育
む

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

知
的
な
女
性
は
人
々
の
憧
れ

で
す
。
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本
学
に
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
と
保

護
者
ら
を
対
象
に
し
た
令
和
２
年
度
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月
12
日
、同
26
日
、

８
月
８
日
、９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

当
初
、６
月
に
第
１
回
を
予
定
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

考
慮
し
、１
カ
月
遅
れ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。定
員
を
決
め
た
事
前
予
約
制
と
し
、

全
体
会
や
各
学
科
の
説
明
で
は
間
隔
を

空
け
て
座
り
、飛
沫
を
遮
る
パ
ネ
ル
を
配

置
し
て
個
別
相
談
も
行
っ
た
。密
集
を
避

け
る
た
め
在
学
生
と
の
交
流
の
場
は
設
け

ず
、教
職
員
だ
け
で
対
応
す
る
な
ど
感
染

防
止
に
努
め
た
。

　

参
加
者
は
入
試
制
度
や
修
学
支
援
制
度
、

各
学
科
の
履
修
内
容
に
つい
て
、熱
心
に
説

明
を
聴
き
理
解
を
深
め
た
。学
園
の
雰
囲

気
を
知
って
も
ら
う
た
め
、高
校
生
に
は
ウェ

ル
カ
ム
ス
イ
ー
ツ
を
配
り
、図
書
館
や
実
習

施
設
な
ど
の
見
学
も
繰
り
広
げ
た
。

　

葛
尾
村
と
本
学
は
２
０
１
６
年
に
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、こ
れ
に
基
づ
い

て
大
学
･
短
大
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活

か
し
て
村
内
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
物
栄
養
学
科
の
代
表
的
な
活
動
は
、

東
日
本
大
震
災
前
に
村
の
特
産
品
で
あ
っ

た「
え
ご
ま
」栽
培
の
再
開
で
す
。２
０
１
７

年
か
ら
村
の
畑
を
借
り
て
地
元
農
家
の

方
々
と
共
に
栽
培
を
再
開
し
、今
年
で
４
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。現
在
村
の
え
ご
ま
は
、

暑
さ
に
も
負
け
ず
順
調
に
成
長
し
て
お
り
、

一
部
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。10
月
の
収
穫

が
楽
し
み
で
す
。

　

収
穫
し
た
実
や
葉
は
、成
分
分
析
･
商

品
開
発
に
活
用
し
て
い
ま
す
。収
穫
し
た

え
ご
ま
を
使
っ
て
学
生
が
開
発
し
た
商
品

は
、村
の
盆
踊
り
や
感
謝
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
他「
え
ご

ま
油
」の
再
販
売
支
援
、料
理
教
室
や
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、村
民
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
村
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

昨
年
度
よ
り
、「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
･
コ

ー
ス
ト
促
進
事
業
」よ
り
補
助
金
を
い
た
だ

き
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、こ
の

補
助
金
を
活
用
し
て
新
た
に
管
理
栄
養
士

を
育
成
す
る
学
科
の
特
性
を
活
か
し
、村

民
の
健
康
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
も
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、村
と

連
携
し
て
具
体
的
な
健
康
支
援
を
継
続
的

に
行
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

村
内
で
も
様
々
な
イ
ベン
ト
が
中
止
と
な
り
、

思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、現
在
は
、年
内
完
成
を
目
指

し「
え
ご
ま
レ
シ
ピ
集
」を
制
作
中
で
す
。ま

た
、え
ご
ま
ア
イ
ス
の
商
品
化
も
目
指
し
て

い
ま
す
。発
売
さ
れ
ま
し
た
ら
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
は
、２
０
２
１
年
１
月
23
日
㈯
に

本
学
に
て
、葛
尾
村
で
の
活
動
成
果
を
報

告
す
る「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
予
定

で
す
。当
日
は
本
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
、石
巻
専
修
大
学
の
坂
田
隆
教
授
、

福
島
美
智
子
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ
く
予

定
で
す
。お
時
間
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
村
民
の
皆
様
と
交

流
の
機
会
を
持
ち
、女
子
大
生
の
若
い
力
で
、

村
を
さ
ら
に
元
気
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

葛
尾
村
で
は
、食
物
栄
養
学
科
だ
け
で

は
な
く
、健
康
栄
養
学
科
、地
域
創
成
学
科
、

幼
児
教
育
学
科
で
も
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行

って
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
葛
尾

村
で
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新しい本が届きました
尚、前回の紙面で第12回とご案内しましたが、第13
回の誤りでした。ここに訂正し、お詫び申し上げます。

郡山女子大学短期大学部
地域創成学科教授

 齊藤　弘久

　

齊
藤
弘
久
氏
は
短
大

地
域
創
成
学
科
教
授
。

さ
い
た
ま
市
出
身
。日

大
芸
術
学
部
で
版
画
を

学
び
、文
化
庁
在
外
研

修
委
員
と
し
て
２
年
間

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
を
学
ぶ
。版
画

４
版
種
の
技
法
を
網
羅

し
、東
京
藝
大
デ
ザ
イ
ン

科
で
印
刷
の
基
礎
を
30

年
間
指
導
し
た
。

　

作
品
は
、仏
陀
在
世

中
の
逸
話
シ
リ
ー
ズ
の
１

つ
、出
家
を
志
し
城
を
出

る
太
子
の
馬
を
引
い
た

の
が
、従
者
チ
ャ
ン
ダ
カ

で
あ
る
。苦
行
に
向
か

う
太
子
と
ど
の
よ
う
な

思
い
で
城
を
出
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
２
０
２
２
年
縁
あ
って

郡
山
市
内
に
４
版
種
制

作
可
能
な
版
画
工
房
を

設
立
す
る
。

「ＴＹＡＮＤＡＫＡ」
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学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

令
和
元
年
度
　
事
業
報
告

⑴
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬
愛

で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お
い
て

そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と
し
て

存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動
で
社

会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個
性
を

重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確
立
」と

「
他
と
の
協
調
」を
も
って
、自
主
･
自
立
で

き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を
図
る
の
が

目
的
で
あ
る
。

⑵
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

　
（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地 

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁
目
25

番
2
号

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

佐
々
木　

貞
子

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

⑶
学
校
･
学
部
･
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

在
籍
総
数 

1
、4
8
9
名

前
年
度
比
1
0
1
名
増

学
則
等
収
容
定
員 

2
、2
8
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

⑷
役
員
等（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

　

理
事
10
人
･
監
事
２
人
･
評
議
員
22
人

理
事
会
７
回
開
催
、評
議
員
会
４
回
開
催
、監

事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
６
回
実
施

⑸
教
職
員
数（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

　

表
②
参
照

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
･
責

任
･
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自
立
」

を
根
幹
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に

お
い
て
計
画
し
た
教
育
･
運
営
に
関
す
る
事

項
を
実
施
し
た
。

⑴
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

（
Ｐ
ｌａｎ
）に
基
づ
き
、、実
施（
Ｄｏ
）、評
価

（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に
事
務
活

動
を
行
っ
た
。

⑵
令
和
元
年
度
入
学
者
･
入
園
児
数

　

大
学
院
２
名
･
大
学
82
名
･
３
年
編
入

学
５
名
･
短
大
２
５
４
名
･
専
攻
科
６
名

･
高
校
１
８
１
名
･
幼
稚
園
31
名　

計
５

６
１
名（
前
年
度
比
：
２
名
増
）

⑶
令
和
元
年
度
修
了
生
･
卒
業
生

　

大
学
院
３
名
･
大
学
１
０
２
名
･
短
大

２
６
３
名
･
専
攻
科
２
名
･
高
校
１
３
０
名

･
幼
稚
園
53
名　

計
５
５
３
名

⑷
学
園
全
体
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
平
成
31
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員
会

･
学
園
創
立
73
周
年
記
念
式
典

･
家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
合
同
委
員
会

･
令
和
元
年
度
郡
山
開
成
学
園
家
族
会
総

会　

保
護
者
１
３
４
名
参
加

･
田
植
え
体
験（
短
大
･
高
校
･
幼
稚
園
２

６
６
名
参
加
）

･
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
郡
山
方

部
教
育
懇
談
会
ほ
か
）

　

大
学
･
短
大（
南
東
北
･
会
津
･
福
島

･
県
南
）、高
校（
郡
山
方
部
）

･
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り「
う
ね
め
踊
り
流

し
」参
加（
幼
稚
園
除
く
５
４
６
名
）

･
令
和
２
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
会
場
校
）

　
（
以
下
、台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
中
止
）

･
第
73
回
も
み
じ
会

　
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
）

･
令
和
元
年
度
自
己
点
検
報
告
会

･
令
和
元
年
度 

年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

･
令
和
２
年
度　

新
任
式

･
令
和
２
年
度 

新
任
者
オ
リ
エン
テ
ー
ション

⑸
大
学
院
・
大
学
・
短
大
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
新
入
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション（
学
内
）

･
始
業
式

･
大
学
院
第
26
回
、大
学
第
54
回
、短
大
第

70
回
、専
攻
科
第
20
回
入
学
式

･
関
口
育
英
奨
学
生
認
定
式（
大
学
７
名
･

短
大
11
名
）

･
特
待
生
認
定
式（
大
学
10
名
･
短
大
９
名
）

･
新
入
生
学
外
オ
リ
エン
テ
ー
ション

･
第
１
回
〜
４
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

･
第
１
回
〜
３
回
高
大
連
携
基
礎
能
力
適
性
検
査

･
令
和
２
年
度
大
学
･
短
大
入
学
者
選
抜

実
施
内
容
及
び
教
育
内
容
等
説
明
会

･
令
和
２
年
度
入
学
者
選
抜（
大
学
院
･

大
学
･
短
大
･
大
学
３
年
次
編
入
）

･
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レッ
シュプ
ロ
グ
ラ
ム

･
第
55
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大
学

･
短
大
、事
務
局
）

･
大
学
･
短
大
大
運
動
会

･（
以
下
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
止
）大
学
院
第
25
回
、大
学
第
51

回
、短
大
第
69
回
、専
攻
科
第
19
回
卒
業
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
･
大
学
･
短
大
教
授
会
･
研
究
科
委
員

会（
月
１
回
）、入
試
判
定
委
員
会
、学
生
生
活

委
員
会
、就
職
委
員
会
･
担
当
者
会
議
、期
末

試
験
、教
育
実
習
、臨
地
実
習
、健
康
診
断
、学

生
相
談
、教
育
課
程
体
験
事
前
指
導
、就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス（
７
回
）、公
務
員
試
験
対
策
講
座（
８

回
）、就
職
模
擬
試
験（
２
回
）、職
業
適
性
検

査
･
解
説
な
ど

〇
令
和
元
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】就
職
希
望
者
93
人
中
就
職
決
定
者

93
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

【
短
大
】就
職
希
望
者
２
３
６
人
中
就
職
決

定
者
２
３
６
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

⑹
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

の
努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生
活
を
よ
り

有
意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の
自
己
啓
発

と
自
発
性
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、全
教
員

が
一
丸
と
なって
取
り
組
ん
だ
。

〇
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
63
回
入
学
式
･
関
口
育
英
奨
学
生
認
定
式

･
学
校
見
学
会

･
入
試
内
容
説
明
会

･
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）

･
令
和
２
年
度
入
学
者
選
考
会

･
第
61
回
卒
業
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

運
営
委
員
会
･
職
員
会
議（
月
１
回
）、考
査
、

学
力
テ
ス
ト
、健
康
診
断
、進
路
別
説
明
会
、

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、高
校
大
運
動
会
、音

楽
科
定
期
演
奏
会
、卒
業
発
表
会
な
ど

⑺
附
属
幼
稚
園

　
「
よ
く
み
る　

よ
く
き
く　

よ
く
か
ん
が

え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、教
職
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、園
児
一
人
一
人
に
き
め

細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の
遊
び
に

も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

〇
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
65
回
入
園
式

･
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

･
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚
園
部
会
）

･
令
和
２
年
度
入
園
説
明
会
･
入
園
面
接

･
運
動
会
･
遠
足

･
第
65
回
卒
園
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

親
子
遠
足
、お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
参

観
、ハロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
、七
五
三
、園
内
発
表

会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節
分
の
お

あ
つ
ま
り
、お
別
れ
会
食
、お
楽
し
み
会
、父

母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ
ミ
ー
ク
ラ
ブ
、避
難
訓
練
、

延
長
保
育
な
ど

⑻
家
庭
寮（
令
和
元
年
度
在
寮
生
93
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション
、リ
ー
ダ
ー
会

議
、新
入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕
会
、

い
も
煮
会
、ク
リ
スマ
ス
会
、卒
業
生
送
別
会
、

避
難
訓
練（
春
･
秋
）な
ど

⑼
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

運
営
委
員
会
、土
曜
開
館
、蔵
書
点
検
、選
書

ツ
ア
ー
、全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
予
選
会

⑽
保
健
室

定
期
健
康
診
断（
大
学
･
短
大
生
、高
校
生
、

幼
稚
園
児
、教
職
員
）、ス
ト
レ
ス
チェッ
ク

⑾
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

令
和
元
年
度　

大
学
生
７
名
、短
大
生
11

名
、高
校
生
８
名　

計
26
名

⑿
学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集

大
学
･
短
大
進
学
相
談
会
、高
等
学
校
訪
問
、

中
学
校
訪
問
、園
児
募
集（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）、

大
学
･
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、高
校
入

試
内
容
説
明
会
、学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集

の
た
め
の
学
校
案
内（
大
学
･
短
大
、高
校
、

幼
稚
園
）の
作
成
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
更
新

⒀
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
動
状
況

〇
高
校

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

バ

レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会　

春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国

大
会
出
場

･
令
和
元
年
度
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

卓
球
少
年
女
子
団
体　

第
２
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

卓
球
出
場

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

新
体
操 

団
体
第
１
位 

個
人
総
合
第
１
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会

新
体
操　

団
体
出
場

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

福
島

選
抜　

新
体
操　

団
体
総
合
第
１
位

･
第
57
回
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大

会　

新
体
操　

団
体
第
１
位

･
第
70
回
福
島
県
春
季
ハン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会　

第
１
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　
ハン
ド
ボ
ー
ル
出
場

･
令
和
元
年
度
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大

会　
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

剣
道

団
体
第
２
位 

女
子
個
人
第
１
位
･
２
位

･
令
和
元
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会　

剣
道
団
体
第
２
位

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

陸
上　
１
年
４×１
０
０ｍ
Ｒ　

第
３
位

･
第
48
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
･
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会　

金
賞

･
第
19
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

優
秀
賞
･
講
評
者
特
別
賞

･
第
38
回
福
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門　

奨
励
賞

･
第
16
回
英
語
絵
本
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
ペ

テ
ィッ
ション　

審
査
員
特
別
賞

･
２
０
１
９
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

･
第
74
回
国
民
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
競
技
少
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ 

第
３
位

〇
大
学
･
短
大

･
世
界
最
多
の
鯉
の
折
り
紙 

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定

･
第
33
回
き
の
こ
料
理
コン
ク
ー
ル
全
国
大
会 

入
賞

･
第
14
回
西
会
津
国
際
芸
術
村
公
募
展　

入
選

･
第
73
回
県
総
合
美
術
展　

日
本
画
の
部

青
少
年
美
術
奨
励
賞
･
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
、油
絵
の
部　

入
選

⒁
安
全
管
理

･
教
職
員
向
け
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
及
び
救

命（
心
肺
蘇
生
法
）訓
練
を
実
施（
２
回
）

･
安
全
防
災
訓
練
に
て
身
の
安
全
確
保
並

び
に
避
難
訓
練
を
実
施

⒂
施
設
･
設
備
関
係

施
設
･
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
性

（
災
害
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
な
空

間
）に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を

優
先
順
位
に
よ
り
実
施

⒃
環
境
関
係

第
８
回
ふ
く
し
ま
復
興
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
フェア「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｆ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９
」

に
環
境
委
員
会
と
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
が
出
展
し
、１

５
０
名
を
超
え
る
方
が
来
場
、本
学
の
環
境

保
全
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。　

他

⒄
そ
の
他

〇
家
族
会

家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
会
合
同
委
員
会
、

家
族
会
総
会
、家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談

会（
開
催
時
期
は
６
月
下
旬
〜
７
月
下
旬
）

〇
芸
術
鑑
賞
講
座

①「
野
村
万
蔵　

狂
言
」

②「
ジ
ャ
ン
ヌ
･
ダ
ル
ク
」

③「
浮
世
絵
展
」

④「
ソ
フ
ィ
ア 

ゾ
リ
ス
テ
ン 

名
曲
の
花
束
」

〇
教
養
講
座

①「
作
家
で
あ
る
こ
と
、僧
侶
で
あ
る
こ
と
」

玄
侑
宗
久
氏（
僧
侶
、作
家
）

②「
真
の
教
育
と
は
何
か
」橋
本
五
郎
氏（
読

売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

③「
笑
い
と
健
康
」大
平
哲
也
氏（
福
島
県
立

医
科
大
学
教
授
）

令
和
元
年
度  

決
算
報
告

監
査
報
告
書

令
和
２
年
６
月
10
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
令
和
元
年
度（
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
高
校
明
細

表
）を
含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財

産
の
状
況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
令
和
元
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会･

評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，３
１
９
，３
１
８
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
７
６
，１
９
２
千
円
上
回
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、雑
収
入
、そ
の
他
の
収
入

で
は
見
込
み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、資
産
売

却
収
入
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、管
理
経
費
支
出
で
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、人
件
費
支
出
、教

育
研
究
費
支
出
、設
備
関
係
支
出
等
で
見

込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、２
，６
３
７
，０
９
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、翌
年
度

繰
越
支
払
資
金
は
６
８
２
，２
２
０
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
６
２
，７
９
３
千
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
、△
４
２
８
，７
９
４

千
円
と
な
り
、基
本
金
組
入
額
合
計
△
１
４

６
，１
２
６
千
円
を
加
え
た
当
年
度
収
支
差

額
は
△
５
７
４
，９
２
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
５
７
４
，９
２

０
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額
△
８
．５

６
７
，０
８
０
千
円
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

収
支
差
額
は
、△
９
，１
４
２
，０
０
０
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
４
２
８
，７
９
４
千
円
減
少
し
、６
，３
３

６
，５
９
０
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

表① 院生･学生･生徒･園児在籍総数
【1,489名：前年度比101名増】
学則等収容定員【2,289名】 単位：名

10
3
13

1
／
1

3
／
3

4
2
6

20
9
29

／
1
1

／
0
0

／
1
1

表② 教職員数（令和元年5月1日現在）

☆福島学習センター出向職員　5名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

35
42
38
11
126

職員数
　　22
33
9
1
65

非常勤
28
37
26
10
101

合計
　85
112
73
22
292計

20
25
27
72

23
24
26
73

43
49
53
145

23
6
2
31

50
50
50
150

31

240
20
20
40
320

114
11
17
39
181

720
60
60
120
960

77
14
9
39
139

80
6
10
34
130

271
31
36
112
450

学科名 1学年 2学年 3学年

10 6 3 9 20

70
140

80
290

140
280
30
160
610

32
145

78
255

49
147
9
63
268

81
292
9
141
523

学科名

幼児教育学科

地域創成学科

健康栄養学科

40
80
120

10
10
20

21
62
83

79
277
356

180
340
520

14
76
90

20
60
80

24
79
103

学科名

（含編入定員４０名）

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで事業活動収支計算書3

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金 
 手数料 
 寄付金 
 経常費等補助金 
　国庫補助金
　地方公共団体（県）補助金
　地方公共団体（市）補助金
　福島県学術教育振興財団助成金
 付随事業収入
 雑収入
 教育活動収入計
 人件費
 教育研究経費
 管理経費
 徴収不能額等 
 教育活動支出計
教育活動収支差額

 資産売却差額 
 その他の特別収入
 特別収入計
 資産処分差額
 その他の特別支出
 特別支出計
特別収支差額

 〔予備費〕
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額
（参考）
事業活動収入計
事業活動支出計

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

100,000
30,376,000
30,476,000
1,100,000
96,000

1,196,000
29,280,000
1,000,000

△ 454,291,000
△ 164,279,000
△ 618,570,000
△ 8,567,080,591
△ 9,185,650,591

2,266,255,000
2,720,546,000

0
29,580,488
29,580,488
68,235
96,000
164,235

29,416,253

△ 428,793,660
△ 146,126,627
△ 574,920,287
△ 8,567,080,591
△ 9,142,000,878

2,274,001,761
2,702,795,421

100,000
795,512
895,512
1,031,765

0
1,031,765
△ 136,253
1,000,000

△ 25,497,340
△ 18,152,373
△ 43,649,713

0
△ 43,649,713

△ 7,746,761
17,750,579

 1,216,489,000
19,733,000
11,247,000
773,537,000
495,424,000
272,852,000
4,856,000
405,000

86,921,000
106,227,000
2,214,154,000
1,662,705,000
845,594,000
210,051,000

0
2,718,350,000
△ 504,196,000

1,216,129,250
18,779,045
12,148,720
783,827,195
493,454,000
285,116,608
4,856,000
400,587

89,743,658
102,753,006
2,223,380,874
1,655,515,234
862,115,976
184,999,976

0
2,702,631,186
△ 479,250,312

359,750
953,955

△ 901,720
△ 10,290,195
1,970,000

△ 12,264,608
0

4,413
△ 2,822,658
3,473,994

△ 9,226,874
7,189,766

△ 16,521,976
25,051,024

0
15,718,814

△ 24,945,688

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

 受取利息･配当金
 その他の教育活動外収入
 教育活動外収入計
 借入金等利息
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計
 教育活動外収支差額
経常収支差額

 21,625,000
0

21,625,000
0
0
0

21,625,000
△ 482,571,000

21,040,399
0

21,040,399
0
0
0

21,040,399
△ 458,209,913

584,601
0

584,601
0
0
0

584,601
△ 24,361,087

（単位：円）
科　　目 金　　額 備　　考

基本財産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
管理用機器備品 
図書
車両
建設仮勘定
水道施設利用権
借地権
電話加入権
ソフトウェア
運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金･預金
有価証券
出資金
育英奨学基金引当特定資産
同窓会奨学金引当特定資産
未収入金
前払金
その他の資産

固定負債
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　未払金
　前受金
　預り金

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
令和2年3月31日現在　財産目録総括表5

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
　福島県学術教育振興財団助成金収入
資産売却収入
付随 事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 資金収入の部　合計

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
支
出
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
資金支出の部　合計

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
令和2年3月31日現在貸借対照表4

（単位：円）
科　　目 本年度末 増　　減

 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
   特定資産 

　　同窓会奨学金引当特定資産
　その他の固定資産 
　　有価証券
　　ソフトウェア他
流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
 資産の部合計 

前年度末

減価償却の累計額
参考

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債 
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債 
　　前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

前年度末

科　　目 本年度末 増　　減
 基本金 
　　第１号基本金
　　第４号基本金
 繰越収支差額 
　　翌年度繰越収支差額
 純資産の部合計 
 負債及び純資産の部合計 

前年度末

　　郡山開成学園創立者関口
　　育英奨学基金引当特定資産

1,216,489,000
19,733,000
10,835,000
800,958,000
522,053,000
273,644,000
4,856,000
405,000
100,000

86,921,000
21,625,000
106,227,000

0
326,930,000
226,288,416

△ 390,936,000
817,955,584
3,243,126,000

1,216,129,250
18,779,045
11,838,000
810,117,195
517,581,000
287,279,608
4,856,000
400,587

100,000,000
89,743,658
21,040,399
102,753,006

0
365,304,500
179,573,259

△ 413,915,384
817,955,584
3,319,318,512

359,750
953,955

△ 1,003,000
△ 9,159,195
4,472,000

△ 13,635,608
0

4,413
△ 99,900,000
△ 2,822,658

584,601
3,473,994

0
△ 38,374,500
46,715,157
22,979,384

―
△ 76,192,512

1,632,065,000
512,963,000
205,419,000

0
0

70,649,000
90,675,000
6,377,000

192,032,967
7,900,000

△ 94,382,000
619,427,033
3,243,126,000

1,637,427,047
527,880,168
180,368,007

0
0

70,252,208
92,492,089
5,810,637

193,966,615
 

△ 71,098,356
682,220,097
3,319,318,512

△ 5,362,047
△ 14,917,168
25,050,993

0
0

396,792
△ 1,817,089

566,363
△ 1,933,648
7,900,000

△ 23,283,644
△ 62,793,064
△ 76,192,512

15,478,591,468
15,278,591,468
200,000,000

△ 9,142,000,878
△ 9,142,000,878
6,336,590,590
7,999,669,951

9,313,903,877

15,332,464,841
15,132,464,841
200,000,000

△ 8,567,080,591
△ 8,567,080,591
6,765,384,250
8,409,333,633

8,997,942,117

146,126,627
146,126,627

0
△ 574,920,287
△ 574,920,287
△ 428,793,660
△ 409,663,682

315,961,760

 181,861.30㎡
 50,947.88㎡
 294点
 12,561点
 688点
 160,258冊
 ４台

 5件
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

7,223,670,142
6,179,033,144
2,745,140,681
2,448,496,763
985,395,700
506,173,040

472,581,174

33,591,866
538,463,958
500,000,000
38,463,958
775,999,809
682,220,097
93,779,712

7,999,669,951

7,510,251,844
6,352,054,258
2,745,140,681
2,642,685,825
964,227,752
520,068,235

483,573,862

36,494,373
638,129,351
600,000,000
38,129,351
899,081,789
817,955,584
81,126,205

8,409,333,633

△ 286,581,702
△ 173,021,114

0
△ 194,189,062
21,167,948

△ 13,895,195

△ 10,992,688

△ 2,902,507
△ 99,665,393
△ 100,000,000

334,607
△ 123,081,980
△ 135,735,487
12,653,507

△ 409,663,682

 1,135,436,194
183,244,172
952,192,022
527,643,167
365,304,500
162,338,667
1,663,079,361

1,129,847,096
195,743,261
934,103,835
514,102,287
327,252,500
186,849,787
1,643,949,383

5,589,098
△ 12,499,089
18,088,187
13,540,880
38,052,000

△ 24,511,120
19,129,978

6,216,987,102
2,745,140,681
2,448,496,763
79,125,270
394,506,156
10,453,448
490,250,712
8,960,114
2,100,000

0
980,389
2,918,498
34,055,071

1,782,682,849
682,220,097
500,000,000
460,000

472,581,174
33,591,866
86,662,884
219,610
6,947,218

7,999,669,951

1,135,436,194
952,192,022
183,244,172
527,643,167
83,446,225
365,304,500
78,892,442

1,663,079,361
6,336,590,590

　減価償却累計額 7,162,551,336
　減価償却累計額 710,706,481
　減価償却累計額 1,330,933,951
　減価償却累計額 42,727,187
 
　減価償却累計額 15,237,855

  
　減価償却累計額 18,765,590
 
 
　減価償却累計額 32,981,477
 
　預入先　東邦銀行他４行 
　外国債券 
　郡山信用金庫他　 
 
 
　退職金財団交付金他 
 
　立替金他 
 
 
　退職給与に係る見積債務額 
 
 
 
　令和2年度生入学金等 

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額科　　　目 金　　額
（単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　学生生徒等納付金収入
　手数料収入
　一般寄付金収入
　経常費等補助金収入
　付随事業収入 
　雑収入
　教育活動資金収入計
　人件費支出 
　教育研究経費支出
　管理経費支出 
　教育活動資金支出計
　差引
　調整勘定等 
教育活動資金収支差額

　有価証券売却収入
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産取崩収入
　同窓会奨学金引当特定資産取崩収入
　預り金受入収入
　立替金回収収入
　　　小　計
　受取利息･配当金収入
　その他の活動資金収入計
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産繰入支出
　同窓会奨学金引当特定資産繰入支出
　預り金支払支出
　立替金支払支出
　過年度修正支出
　　　小　計
　その他の活動資金支出計
　差引
　調整勘定等
　その他の活動資金収支差額
　支払資金の増減額
　（小計 + その他の活動資金収支差額）
　前年度繰越支払資金
　翌年度繰越支払資金

　施設設備補助金収入
　施設整備等活動資金収入計 
　施設関係支出 
　設備関係支出 
　施設整備等活動資金支出計 
　差引
　調整勘定等 
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額 + 
施設整備等活動資金収支差額）

科　　　目 金　　額

科　　　目 金　　額

1,216,129,250
18,779,045
11,838,000
783,827,195
89,743,658
102,753,006
2,223,070,154
1,637,427,047
527,880,168
180,272,007
2,345,579,222
△ 122,509,068
24,524,674

△ 97,984,394

26,290,000
26,290,000
70,252,208
92,492,089
162,744,297

△ 136,454,297
△ 24,674,374
△ 161,128,671

△ 259,113,065

16,800,000

100,000,000

2,905,832
78,892,442
4,627,900

203,226,174
21,040,399
224,266,573

5,807,312

3,325
90,926,208
6,897,218
96,000

103,730,063
103,730,063
120,536,510
2,841,068

123,377,578

△ 135,735,487

817,955,584
682,220,097

補助金収入（県補助金
収入）が見込を上回りま
した。

有価証券（外債）の繰り
上げ償還により売却収
入100,000,000円を計
上しました。

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

一
、法
人
の
概
要



開成の杜（7） 開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

令
和
元
年
度
　
事
業
報
告

⑴
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬
愛

で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お
い
て

そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と
し
て

存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動
で
社

会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個
性
を

重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確
立
」と

「
他
と
の
協
調
」を
も
って
、自
主
･
自
立
で

き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を
図
る
の
が

目
的
で
あ
る
。

⑵
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

　
（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地 

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁
目
25

番
2
号

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

佐
々
木　

貞
子

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

⑶
学
校
･
学
部
･
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

在
籍
総
数 

1
、4
8
9
名

前
年
度
比
1
0
1
名
増

学
則
等
収
容
定
員 

2
、2
8
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

⑷
役
員
等（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

　

理
事
10
人
･
監
事
２
人
･
評
議
員
22
人

理
事
会
７
回
開
催
、評
議
員
会
４
回
開
催
、監

事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
６
回
実
施

⑸
教
職
員
数（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

　

表
②
参
照

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
･
責

任
･
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自
立
」

を
根
幹
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に

お
い
て
計
画
し
た
教
育
･
運
営
に
関
す
る
事

項
を
実
施
し
た
。

⑴
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

（
Ｐ
ｌａｎ
）に
基
づ
き
、、実
施（
Ｄｏ
）、評
価

（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に
事
務
活

動
を
行
っ
た
。

⑵
令
和
元
年
度
入
学
者
･
入
園
児
数

　

大
学
院
２
名
･
大
学
82
名
･
３
年
編
入

学
５
名
･
短
大
２
５
４
名
･
専
攻
科
６
名

･
高
校
１
８
１
名
･
幼
稚
園
31
名　

計
５

６
１
名（
前
年
度
比
：
２
名
増
）

⑶
令
和
元
年
度
修
了
生
･
卒
業
生

　

大
学
院
３
名
･
大
学
１
０
２
名
･
短
大

２
６
３
名
･
専
攻
科
２
名
･
高
校
１
３
０
名

･
幼
稚
園
53
名　

計
５
５
３
名

⑷
学
園
全
体
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
平
成
31
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員
会

･
学
園
創
立
73
周
年
記
念
式
典

･
家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
合
同
委
員
会

･
令
和
元
年
度
郡
山
開
成
学
園
家
族
会
総

会　

保
護
者
１
３
４
名
参
加

･
田
植
え
体
験（
短
大
･
高
校
･
幼
稚
園
２

６
６
名
参
加
）

･
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
郡
山
方

部
教
育
懇
談
会
ほ
か
）

　

大
学
･
短
大（
南
東
北
･
会
津
･
福
島

･
県
南
）、高
校（
郡
山
方
部
）

･
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り「
う
ね
め
踊
り
流

し
」参
加（
幼
稚
園
除
く
５
４
６
名
）

･
令
和
２
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
会
場
校
）

　
（
以
下
、台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
中
止
）

･
第
73
回
も
み
じ
会

　
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
）

･
令
和
元
年
度
自
己
点
検
報
告
会

･
令
和
元
年
度 

年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

･
令
和
２
年
度　

新
任
式

･
令
和
２
年
度 

新
任
者
オ
リ
エン
テ
ー
ション

⑸
大
学
院
・
大
学
・
短
大
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
新
入
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション（
学
内
）

･
始
業
式

･
大
学
院
第
26
回
、大
学
第
54
回
、短
大
第

70
回
、専
攻
科
第
20
回
入
学
式

･
関
口
育
英
奨
学
生
認
定
式（
大
学
７
名
･

短
大
11
名
）

･
特
待
生
認
定
式（
大
学
10
名
･
短
大
９
名
）

･
新
入
生
学
外
オ
リ
エン
テ
ー
ション

･
第
１
回
〜
４
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

･
第
１
回
〜
３
回
高
大
連
携
基
礎
能
力
適
性
検
査

･
令
和
２
年
度
大
学
･
短
大
入
学
者
選
抜

実
施
内
容
及
び
教
育
内
容
等
説
明
会

･
令
和
２
年
度
入
学
者
選
抜（
大
学
院
･

大
学
･
短
大
･
大
学
３
年
次
編
入
）

･
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レッ
シュプ
ロ
グ
ラ
ム

･
第
55
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大
学

･
短
大
、事
務
局
）

･
大
学
･
短
大
大
運
動
会

･（
以
下
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
止
）大
学
院
第
25
回
、大
学
第
51

回
、短
大
第
69
回
、専
攻
科
第
19
回
卒
業
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
･
大
学
･
短
大
教
授
会
･
研
究
科
委
員

会（
月
１
回
）、入
試
判
定
委
員
会
、学
生
生
活

委
員
会
、就
職
委
員
会
･
担
当
者
会
議
、期
末

試
験
、教
育
実
習
、臨
地
実
習
、健
康
診
断
、学

生
相
談
、教
育
課
程
体
験
事
前
指
導
、就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス（
７
回
）、公
務
員
試
験
対
策
講
座（
８

回
）、就
職
模
擬
試
験（
２
回
）、職
業
適
性
検

査
･
解
説
な
ど

〇
令
和
元
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】就
職
希
望
者
93
人
中
就
職
決
定
者

93
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

【
短
大
】就
職
希
望
者
２
３
６
人
中
就
職
決

定
者
２
３
６
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

⑹
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

の
努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生
活
を
よ
り

有
意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の
自
己
啓
発

と
自
発
性
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、全
教
員

が
一
丸
と
なって
取
り
組
ん
だ
。

〇
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
63
回
入
学
式
･
関
口
育
英
奨
学
生
認
定
式

･
学
校
見
学
会

･
入
試
内
容
説
明
会

･
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）

･
令
和
２
年
度
入
学
者
選
考
会

･
第
61
回
卒
業
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

運
営
委
員
会
･
職
員
会
議（
月
１
回
）、考
査
、

学
力
テ
ス
ト
、健
康
診
断
、進
路
別
説
明
会
、

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、高
校
大
運
動
会
、音

楽
科
定
期
演
奏
会
、卒
業
発
表
会
な
ど

⑺
附
属
幼
稚
園

　
「
よ
く
み
る　

よ
く
き
く　

よ
く
か
ん
が

え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、教
職
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、園
児
一
人
一
人
に
き
め

細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の
遊
び
に

も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

〇
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
65
回
入
園
式

･
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

･
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚
園
部
会
）

･
令
和
２
年
度
入
園
説
明
会
･
入
園
面
接

･
運
動
会
･
遠
足

･
第
65
回
卒
園
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

親
子
遠
足
、お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
参

観
、ハロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
、七
五
三
、園
内
発
表

会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節
分
の
お

あ
つ
ま
り
、お
別
れ
会
食
、お
楽
し
み
会
、父

母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ
ミ
ー
ク
ラ
ブ
、避
難
訓
練
、

延
長
保
育
な
ど

⑻
家
庭
寮（
令
和
元
年
度
在
寮
生
93
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション
、リ
ー
ダ
ー
会

議
、新
入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕
会
、

い
も
煮
会
、ク
リ
スマ
ス
会
、卒
業
生
送
別
会
、

避
難
訓
練（
春
･
秋
）な
ど

⑼
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

運
営
委
員
会
、土
曜
開
館
、蔵
書
点
検
、選
書

ツ
ア
ー
、全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
予
選
会

⑽
保
健
室

定
期
健
康
診
断（
大
学
･
短
大
生
、高
校
生
、

幼
稚
園
児
、教
職
員
）、ス
ト
レ
ス
チェッ
ク

⑾
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

令
和
元
年
度　

大
学
生
７
名
、短
大
生
11

名
、高
校
生
８
名　

計
26
名

⑿
学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集

大
学
･
短
大
進
学
相
談
会
、高
等
学
校
訪
問
、

中
学
校
訪
問
、園
児
募
集（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）、

大
学
･
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、高
校
入

試
内
容
説
明
会
、学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集

の
た
め
の
学
校
案
内（
大
学
･
短
大
、高
校
、

幼
稚
園
）の
作
成
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
更
新

⒀
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
動
状
況

〇
高
校

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

バ

レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会　

春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国

大
会
出
場

･
令
和
元
年
度
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

卓
球
少
年
女
子
団
体　

第
２
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

卓
球
出
場

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

新
体
操 

団
体
第
１
位 

個
人
総
合
第
１
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会

新
体
操　

団
体
出
場

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

福
島

選
抜　

新
体
操　

団
体
総
合
第
１
位

･
第
57
回
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大

会　

新
体
操　

団
体
第
１
位

･
第
70
回
福
島
県
春
季
ハン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会　

第
１
位

･
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　
ハン
ド
ボ
ー
ル
出
場

･
令
和
元
年
度
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大

会　
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

剣
道

団
体
第
２
位 

女
子
個
人
第
１
位
･
２
位

･
令
和
元
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会　

剣
道
団
体
第
２
位

･
第
65
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

陸
上　
１
年
４×１
０
０ｍ
Ｒ　

第
３
位

･
第
48
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
･
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会　

金
賞

･
第
19
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

優
秀
賞
･
講
評
者
特
別
賞

･
第
38
回
福
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門　

奨
励
賞

･
第
16
回
英
語
絵
本
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
ペ

テ
ィッ
ション　

審
査
員
特
別
賞

･
２
０
１
９
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

･
第
74
回
国
民
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
競
技
少
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ 

第
３
位

〇
大
学
･
短
大

･
世
界
最
多
の
鯉
の
折
り
紙 

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定

･
第
33
回
き
の
こ
料
理
コン
ク
ー
ル
全
国
大
会 

入
賞

･
第
14
回
西
会
津
国
際
芸
術
村
公
募
展　

入
選

･
第
73
回
県
総
合
美
術
展　

日
本
画
の
部

青
少
年
美
術
奨
励
賞
･
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
、油
絵
の
部　

入
選

⒁
安
全
管
理

･
教
職
員
向
け
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
及
び
救

命（
心
肺
蘇
生
法
）訓
練
を
実
施（
２
回
）

･
安
全
防
災
訓
練
に
て
身
の
安
全
確
保
並

び
に
避
難
訓
練
を
実
施

⒂
施
設
･
設
備
関
係

施
設
･
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
性

（
災
害
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
な
空

間
）に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を

優
先
順
位
に
よ
り
実
施

⒃
環
境
関
係

第
８
回
ふ
く
し
ま
復
興
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
フェア「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｆ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９
」

に
環
境
委
員
会
と
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
が
出
展
し
、１

５
０
名
を
超
え
る
方
が
来
場
、本
学
の
環
境

保
全
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。　

他

⒄
そ
の
他

〇
家
族
会

家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
会
合
同
委
員
会
、

家
族
会
総
会
、家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談

会（
開
催
時
期
は
６
月
下
旬
〜
７
月
下
旬
）

〇
芸
術
鑑
賞
講
座

①「
野
村
万
蔵　

狂
言
」

②「
ジ
ャ
ン
ヌ
･
ダ
ル
ク
」

③「
浮
世
絵
展
」

④「
ソ
フ
ィ
ア 

ゾ
リ
ス
テ
ン 

名
曲
の
花
束
」

〇
教
養
講
座

①「
作
家
で
あ
る
こ
と
、僧
侶
で
あ
る
こ
と
」

玄
侑
宗
久
氏（
僧
侶
、作
家
）

②「
真
の
教
育
と
は
何
か
」橋
本
五
郎
氏（
読

売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

③「
笑
い
と
健
康
」大
平
哲
也
氏（
福
島
県
立

医
科
大
学
教
授
）

令
和
元
年
度  

決
算
報
告

監
査
報
告
書

令
和
２
年
６
月
10
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
令
和
元
年
度（
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
高
校
明
細

表
）を
含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財

産
の
状
況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
令
和
元
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会･

評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，３
１
９
，３
１
８
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
７
６
，１
９
２
千
円
上
回
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、雑
収
入
、そ
の
他
の
収
入

で
は
見
込
み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、資
産
売

却
収
入
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、管
理
経
費
支
出
で
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、人
件
費
支
出
、教

育
研
究
費
支
出
、設
備
関
係
支
出
等
で
見

込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、２
，６
３
７
，０
９
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、翌
年
度

繰
越
支
払
資
金
は
６
８
２
，２
２
０
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
６
２
，７
９
３
千
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
、△
４
２
８
，７
９
４

千
円
と
な
り
、基
本
金
組
入
額
合
計
△
１
４

６
，１
２
６
千
円
を
加
え
た
当
年
度
収
支
差

額
は
△
５
７
４
，９
２
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
５
７
４
，９
２

０
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額
△
８
．５

６
７
，０
８
０
千
円
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

収
支
差
額
は
、△
９
，１
４
２
，０
０
０
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
４
２
８
，７
９
４
千
円
減
少
し
、６
，３
３

６
，５
９
０
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

表① 院生･学生･生徒･園児在籍総数
【1,489名：前年度比101名増】
学則等収容定員【2,289名】 単位：名

10
3
13

1
／
1

3
／
3

4
2
6

20
9
29

／
1
1

／
0
0

／
1
1

表② 教職員数（令和元年5月1日現在）

☆福島学習センター出向職員　5名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

35
42
38
11
126

職員数
　　22
33
9
1
65

非常勤
28
37
26
10
101

合計
　85
112
73
22
292計

20
25
27
72

23
24
26
73

43
49
53
145

23
6
2
31

50
50
50
150

31

240
20
20
40
320

114
11
17
39
181

720
60
60
120
960

77
14
9
39
139

80
6
10
34
130

271
31
36
112
450

学科名 1学年 2学年 3学年

10 6 3 9 20

70
140

80
290

140
280
30
160
610

32
145

78
255

49
147
9
63
268

81
292
9
141
523

学科名

幼児教育学科

地域創成学科

健康栄養学科

40
80
120

10
10
20

21
62
83

79
277
356

180
340
520

14
76
90

20
60
80

24
79
103

学科名

（含編入定員４０名）

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで事業活動収支計算書3

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金 
 手数料 
 寄付金 
 経常費等補助金 
　国庫補助金
　地方公共団体（県）補助金
　地方公共団体（市）補助金
　福島県学術教育振興財団助成金
 付随事業収入
 雑収入
 教育活動収入計
 人件費
 教育研究経費
 管理経費
 徴収不能額等 
 教育活動支出計
教育活動収支差額

 資産売却差額 
 その他の特別収入
 特別収入計
 資産処分差額
 その他の特別支出
 特別支出計
特別収支差額

 〔予備費〕
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額
（参考）
事業活動収入計
事業活動支出計

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

100,000
30,376,000
30,476,000
1,100,000
96,000

1,196,000
29,280,000
1,000,000

△ 454,291,000
△ 164,279,000
△ 618,570,000
△ 8,567,080,591
△ 9,185,650,591

2,266,255,000
2,720,546,000

0
29,580,488
29,580,488
68,235
96,000
164,235

29,416,253

△ 428,793,660
△ 146,126,627
△ 574,920,287
△ 8,567,080,591
△ 9,142,000,878

2,274,001,761
2,702,795,421

100,000
795,512
895,512
1,031,765

0
1,031,765
△ 136,253
1,000,000

△ 25,497,340
△ 18,152,373
△ 43,649,713

0
△ 43,649,713

△ 7,746,761
17,750,579

 1,216,489,000
19,733,000
11,247,000
773,537,000
495,424,000
272,852,000
4,856,000
405,000

86,921,000
106,227,000
2,214,154,000
1,662,705,000
845,594,000
210,051,000

0
2,718,350,000
△ 504,196,000

1,216,129,250
18,779,045
12,148,720
783,827,195
493,454,000
285,116,608
4,856,000
400,587

89,743,658
102,753,006
2,223,380,874
1,655,515,234
862,115,976
184,999,976

0
2,702,631,186
△ 479,250,312

359,750
953,955

△ 901,720
△ 10,290,195
1,970,000

△ 12,264,608
0

4,413
△ 2,822,658
3,473,994

△ 9,226,874
7,189,766

△ 16,521,976
25,051,024

0
15,718,814

△ 24,945,688

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

 受取利息･配当金
 その他の教育活動外収入
 教育活動外収入計
 借入金等利息
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計
 教育活動外収支差額
経常収支差額

 21,625,000
0

21,625,000
0
0
0

21,625,000
△ 482,571,000

21,040,399
0

21,040,399
0
0
0

21,040,399
△ 458,209,913

584,601
0

584,601
0
0
0

584,601
△ 24,361,087

（単位：円）
科　　目 金　　額 備　　考

基本財産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
管理用機器備品 
図書
車両
建設仮勘定
水道施設利用権
借地権
電話加入権
ソフトウェア
運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金･預金
有価証券
出資金
育英奨学基金引当特定資産
同窓会奨学金引当特定資産
未収入金
前払金
その他の資産

固定負債
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　未払金
　前受金
　預り金

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
令和2年3月31日現在　財産目録総括表5

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
　福島県学術教育振興財団助成金収入
資産売却収入
付随 事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 資金収入の部　合計

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
支
出
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
資金支出の部　合計

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
令和2年3月31日現在貸借対照表4

（単位：円）
科　　目 本年度末 増　　減

 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
   特定資産 

　　同窓会奨学金引当特定資産
　その他の固定資産 
　　有価証券
　　ソフトウェア他
流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
 資産の部合計 

前年度末

減価償却の累計額
参考

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債 
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債 
　　前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

前年度末

科　　目 本年度末 増　　減
 基本金 
　　第１号基本金
　　第４号基本金
 繰越収支差額 
　　翌年度繰越収支差額
 純資産の部合計 
 負債及び純資産の部合計 

前年度末

　　郡山開成学園創立者関口
　　育英奨学基金引当特定資産

1,216,489,000
19,733,000
10,835,000
800,958,000
522,053,000
273,644,000
4,856,000
405,000
100,000

86,921,000
21,625,000
106,227,000

0
326,930,000
226,288,416

△ 390,936,000
817,955,584
3,243,126,000

1,216,129,250
18,779,045
11,838,000
810,117,195
517,581,000
287,279,608
4,856,000
400,587

100,000,000
89,743,658
21,040,399
102,753,006

0
365,304,500
179,573,259

△ 413,915,384
817,955,584
3,319,318,512

359,750
953,955

△ 1,003,000
△ 9,159,195
4,472,000

△ 13,635,608
0

4,413
△ 99,900,000
△ 2,822,658

584,601
3,473,994

0
△ 38,374,500
46,715,157
22,979,384

―
△ 76,192,512

1,632,065,000
512,963,000
205,419,000

0
0

70,649,000
90,675,000
6,377,000

192,032,967
7,900,000

△ 94,382,000
619,427,033
3,243,126,000

1,637,427,047
527,880,168
180,368,007

0
0

70,252,208
92,492,089
5,810,637

193,966,615
 

△ 71,098,356
682,220,097
3,319,318,512

△ 5,362,047
△ 14,917,168
25,050,993

0
0

396,792
△ 1,817,089

566,363
△ 1,933,648
7,900,000

△ 23,283,644
△ 62,793,064
△ 76,192,512

15,478,591,468
15,278,591,468
200,000,000

△ 9,142,000,878
△ 9,142,000,878
6,336,590,590
7,999,669,951

9,313,903,877

15,332,464,841
15,132,464,841
200,000,000

△ 8,567,080,591
△ 8,567,080,591
6,765,384,250
8,409,333,633

8,997,942,117

146,126,627
146,126,627

0
△ 574,920,287
△ 574,920,287
△ 428,793,660
△ 409,663,682

315,961,760

 181,861.30㎡
 50,947.88㎡
 294点
 12,561点
 688点
 160,258冊
 ４台

 5件
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

7,223,670,142
6,179,033,144
2,745,140,681
2,448,496,763
985,395,700
506,173,040

472,581,174

33,591,866
538,463,958
500,000,000
38,463,958
775,999,809
682,220,097
93,779,712

7,999,669,951

7,510,251,844
6,352,054,258
2,745,140,681
2,642,685,825
964,227,752
520,068,235

483,573,862

36,494,373
638,129,351
600,000,000
38,129,351
899,081,789
817,955,584
81,126,205

8,409,333,633

△ 286,581,702
△ 173,021,114

0
△ 194,189,062
21,167,948

△ 13,895,195

△ 10,992,688

△ 2,902,507
△ 99,665,393
△ 100,000,000

334,607
△ 123,081,980
△ 135,735,487
12,653,507

△ 409,663,682

 1,135,436,194
183,244,172
952,192,022
527,643,167
365,304,500
162,338,667
1,663,079,361

1,129,847,096
195,743,261
934,103,835
514,102,287
327,252,500
186,849,787
1,643,949,383

5,589,098
△ 12,499,089
18,088,187
13,540,880
38,052,000

△ 24,511,120
19,129,978

6,216,987,102
2,745,140,681
2,448,496,763
79,125,270
394,506,156
10,453,448
490,250,712
8,960,114
2,100,000

0
980,389
2,918,498
34,055,071

1,782,682,849
682,220,097
500,000,000
460,000

472,581,174
33,591,866
86,662,884
219,610
6,947,218

7,999,669,951

1,135,436,194
952,192,022
183,244,172
527,643,167
83,446,225
365,304,500
78,892,442

1,663,079,361
6,336,590,590

　減価償却累計額 7,162,551,336
　減価償却累計額 710,706,481
　減価償却累計額 1,330,933,951
　減価償却累計額 42,727,187
 
　減価償却累計額 15,237,855

  
　減価償却累計額 18,765,590
 
 
　減価償却累計額 32,981,477
 
　預入先　東邦銀行他４行 
　外国債券 
　郡山信用金庫他　 
 
 
　退職金財団交付金他 
 
　立替金他 
 
 
　退職給与に係る見積債務額 
 
 
 
　令和2年度生入学金等 

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額科　　　目 金　　額
（単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　学生生徒等納付金収入
　手数料収入
　一般寄付金収入
　経常費等補助金収入
　付随事業収入 
　雑収入
　教育活動資金収入計
　人件費支出 
　教育研究経費支出
　管理経費支出 
　教育活動資金支出計
　差引
　調整勘定等 
教育活動資金収支差額

　有価証券売却収入
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産取崩収入
　同窓会奨学金引当特定資産取崩収入
　預り金受入収入
　立替金回収収入
　　　小　計
　受取利息･配当金収入
　その他の活動資金収入計
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産繰入支出
　同窓会奨学金引当特定資産繰入支出
　預り金支払支出
　立替金支払支出
　過年度修正支出
　　　小　計
　その他の活動資金支出計
　差引
　調整勘定等
　その他の活動資金収支差額
　支払資金の増減額
　（小計 + その他の活動資金収支差額）
　前年度繰越支払資金
　翌年度繰越支払資金

　施設設備補助金収入
　施設整備等活動資金収入計 
　施設関係支出 
　設備関係支出 
　施設整備等活動資金支出計 
　差引
　調整勘定等 
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額 + 
施設整備等活動資金収支差額）

科　　　目 金　　額

科　　　目 金　　額

1,216,129,250
18,779,045
11,838,000
783,827,195
89,743,658
102,753,006
2,223,070,154
1,637,427,047
527,880,168
180,272,007
2,345,579,222
△ 122,509,068
24,524,674

△ 97,984,394

26,290,000
26,290,000
70,252,208
92,492,089
162,744,297

△ 136,454,297
△ 24,674,374
△ 161,128,671

△ 259,113,065

16,800,000

100,000,000

2,905,832
78,892,442
4,627,900

203,226,174
21,040,399
224,266,573

5,807,312

3,325
90,926,208
6,897,218
96,000

103,730,063
103,730,063
120,536,510
2,841,068

123,377,578

△ 135,735,487

817,955,584
682,220,097

補助金収入（県補助金
収入）が見込を上回りま
した。

有価証券（外債）の繰り
上げ償還により売却収
入100,000,000円を計
上しました。

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

一
、法
人
の
概
要



開成の杜（8）

　
「
哲
学
は
ク
ル
マ
の
バ
ン
パ
ー
に
貼
る
ス

テ
ッ
カ
ー
と
は
違
う
よ
」と
、ラ
イ
ナ
ス
･

ヴ
ァ
ン
･
ペ
ル
ト
は
言
う
。情
報
を
捌
く
、

あ
る
い
は「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
」を
確
認
、

選
別
、分
析
し「
イ
ン
テ
リ
ジェン
ス
」に
昇

華
す
る
に
は
、そ
れ
な
り
の
知
識
量
が
必

要
で
あ
る
。そ
の
必
要
な
知
識
量
を
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
テ
レ
ビ
の
み
で
蓄
え
る
こ

と
に
は
、相
当
な
困
難
が
伴
う
の
で
は
な

い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
の
時
々
の
流
行
も
あ
る

の
で
、学
生
が
習
得
し
て
い
る
知
識
の
内

容
に
つい
て
、世
代
的
な
知
識
と
記
憶
への

郷
愁
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。と
は
思
う
も
の
の
、現
在
の

学
生
の
知
識
に
欠
け
て
い
る
も
の
は「
万

人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」を
避
け
る
た

め
の
、知
恵（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
）の
土
台

な
の
で
は
な
い
の
か
、と
い
う
疑
念
は
残
る
。

　
「
知
ら
な
い
こ
と
」が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、そ
し
て「
知
ら
な
い
こ

と
」を
克
服
す
る
姿
勢
が
あ
る
か
ど
う
か
。

自
分
が「
知
ら
な
い
こ
と
」に
対
し
て
、ど

れ
だ
け
虚
心
坦
懐
に
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
。狭
く
拡
が
り
を
欠
い
た
、単

に「
他
者
よ
り
も
そ
の
こ
と
に
つい
て
よ
く

知
っ
て
い
る
」だ
け
で
は
な
い
、他
者
の
原

理
原
則
に
対
す
る一定
の
敬
意
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
可
能
な
教
養
を
持
ち
う
る

こ
と
を
、わ
た
し
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
目
指

し
、考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
和
）

92

全体会での学長挨拶

飛沫を遮るパネルを配しての個別相談

感
染
症
の
防
止
対
策
を
施
し

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

葛
尾
村
で
の

地
域
連
携
活
動

村民の方々とえごまの収穫秋晴れのもと、開成の杜を背にたたずむ本館・家政学館 （撮影　山口郁生）
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ひ
ね
も
す
パ
ソ
コ
ン
（
硯
）

に
向
か
い
て
徒
然
な
る
侭
に
、

心
に
浮
か
ぶ
世
間
の
出
来
事
を

思
い
起
こ
し
、
記
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

此
の
処
、
多
く
の
報
道
機
関
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
投
稿
さ
れ
た
攻
撃

的
な
悪
意
を
取
り
上
げ
、
問
題
提

起
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
園
は
去
る
３
月
に
学

生
・
生
徒
・
園
児
や
教
職
員
の

家
族
に
い
た
る
ま
で
、
極
め
て

非
人
道
的
で
悪
意
極
ま
り
な
い

迫
害
に
曝
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
事
柄
で
す
。

　

な
ぜ
人
間
は
隣
人
を
誹
謗
中
傷

し
差
別
的
な
行
為
を
行
う
の
か
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

　

人
権
を
侵
害
し
て
歓
び
を
感
じ

る
日
本
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
余
多
の
事
例
を
分

析
的
に
観
察
す
る
と
思
想
信
条
に

ま
で
も
差
別
的
に
中
傷
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

民
主
主
義
社
会
に
生
き
る

我
々
に
と
っ
て
、
言
論
の
自
由

は
保
障
さ
れ
て
い
る
宝
・
権
利

な
の
で
す
が
、
権
利
を
行
使
す

る
た
め
の
責
任
・
義
務
感
は
希

薄
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
在
り

方
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

他
者
を
非
難
し
論
評
す
る
こ
と

の
多
く
は
価
値
観
や
政
治
問
題
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

評
価
す
る
言
葉
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス

と
客
観
性
が
欠
如
し
、
主
観
的
感

情
表
現
が
顕
著
な
状
況
に
遭
遇
し

ま
す
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
人
間
性

が
希
薄
で
、
教
養
が
欠
如
し
た
人

物
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ま
す
。

　

私
は
此
れ
ま
で
に
様
々
な

方
々
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
罹
患
し
た
人
を
苦
し
め
る
誹

謗
中
傷
問
題
解
決
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患

し
た
た
め
に
地
域
社
会
か
ら
迫
害

を
受
け
、
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地

に
住
め
な
く
な
り
、
一
家
転
住
や

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
事
例
を
聞

く
た
び
に
思
い
や
り
を
憂
い
、
言

葉
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　

人
間
は
時
に
よ
り
無
意
識
に
言

葉
を
使
い
、
多
様
な
価
値
を
客
観

的
に
表
現
し
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
で

国
会
中
継
を
見
る
度
に
、
国
民
か

ら
選
ば
れ
た
人
々
の
言
葉
遣
い
に

は
失
望
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
学
園
に
集
う
我
々
は
、
言
葉

を
注
意
深
く
使
う
習
慣
を
身
に
つ

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
経
験
を
記
せ
ば
、
他

人
を
誹
謗
中
傷
し
た
こ
と
で
非
難

さ
れ
傷
つ
き
、
後
悔
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
幅
広

く
読
書
し
、
教
養
を
深
め
て
お
け

ば
と
反
省
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
の
秋
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
悩
む
よ
り
、

時
間
を
見
つ
け
、
様
々
な
分
野
の

本
を
選
び
、
読
書
を
楽
し
ん
で
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

着
実
な
教
養
を
身
に
着
け
る
こ

と
は
、
自
分
が
主
体
的
に
生
き
て

い
る
実
感
を
認
識
す
る
大
切
な
手

段
な
の
で
す
。

　

客
観
的
に
考
え
る
能
力
は
科

学
的
分
野
か
ら
、
そ
し
て
主
観

的
能
力
は
芸
術
文
化
か
ら
修
練

さ
れ
る
知
識
で
す
。
客
観
と
主

観
の
総
和
が
教
養
と
な
り
、
的

確
な
判
断
・
生
き
る
力
を
育
む

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

知
的
な
女
性
は
人
々
の
憧
れ

で
す
。

理事長･学園長
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本
学
に
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
と
保

護
者
ら
を
対
象
に
し
た
令
和
２
年
度
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月
12
日
、同
26
日
、

８
月
８
日
、９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

当
初
、６
月
に
第
１
回
を
予
定
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

考
慮
し
、１
カ
月
遅
れ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。定
員
を
決
め
た
事
前
予
約
制
と
し
、

全
体
会
や
各
学
科
の
説
明
で
は
間
隔
を

空
け
て
座
り
、飛
沫
を
遮
る
パ
ネ
ル
を
配

置
し
て
個
別
相
談
も
行
っ
た
。密
集
を
避

け
る
た
め
在
学
生
と
の
交
流
の
場
は
設
け

ず
、教
職
員
だ
け
で
対
応
す
る
な
ど
感
染

防
止
に
努
め
た
。

　

参
加
者
は
入
試
制
度
や
修
学
支
援
制
度
、

各
学
科
の
履
修
内
容
に
つい
て
、熱
心
に
説

明
を
聴
き
理
解
を
深
め
た
。学
園
の
雰
囲

気
を
知
って
も
ら
う
た
め
、高
校
生
に
は
ウェ

ル
カ
ム
ス
イ
ー
ツ
を
配
り
、図
書
館
や
実
習

施
設
な
ど
の
見
学
も
繰
り
広
げ
た
。

　

葛
尾
村
と
本
学
は
２
０
１
６
年
に
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、こ
れ
に
基
づ
い

て
大
学
･
短
大
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活

か
し
て
村
内
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
物
栄
養
学
科
の
代
表
的
な
活
動
は
、

東
日
本
大
震
災
前
に
村
の
特
産
品
で
あ
っ

た「
え
ご
ま
」栽
培
の
再
開
で
す
。２
０
１
７

年
か
ら
村
の
畑
を
借
り
て
地
元
農
家
の

方
々
と
共
に
栽
培
を
再
開
し
、今
年
で
４
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。現
在
村
の
え
ご
ま
は
、

暑
さ
に
も
負
け
ず
順
調
に
成
長
し
て
お
り
、

一
部
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。10
月
の
収
穫

が
楽
し
み
で
す
。

　

収
穫
し
た
実
や
葉
は
、成
分
分
析
･
商

品
開
発
に
活
用
し
て
い
ま
す
。収
穫
し
た

え
ご
ま
を
使
っ
て
学
生
が
開
発
し
た
商
品

は
、村
の
盆
踊
り
や
感
謝
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
他「
え
ご

ま
油
」の
再
販
売
支
援
、料
理
教
室
や
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、村
民
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
村
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

昨
年
度
よ
り
、「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
･
コ

ー
ス
ト
促
進
事
業
」よ
り
補
助
金
を
い
た
だ

き
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、こ
の

補
助
金
を
活
用
し
て
新
た
に
管
理
栄
養
士

を
育
成
す
る
学
科
の
特
性
を
活
か
し
、村

民
の
健
康
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
も
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、村
と

連
携
し
て
具
体
的
な
健
康
支
援
を
継
続
的

に
行
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

村
内
で
も
様
々
な
イ
ベン
ト
が
中
止
と
な
り
、

思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、現
在
は
、年
内
完
成
を
目
指

し「
え
ご
ま
レ
シ
ピ
集
」を
制
作
中
で
す
。ま

た
、え
ご
ま
ア
イ
ス
の
商
品
化
も
目
指
し
て

い
ま
す
。発
売
さ
れ
ま
し
た
ら
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
は
、２
０
２
１
年
１
月
23
日
㈯
に

本
学
に
て
、葛
尾
村
で
の
活
動
成
果
を
報

告
す
る「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
予
定

で
す
。当
日
は
本
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
、石
巻
専
修
大
学
の
坂
田
隆
教
授
、

福
島
美
智
子
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ
く
予

定
で
す
。お
時
間
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
村
民
の
皆
様
と
交

流
の
機
会
を
持
ち
、女
子
大
生
の
若
い
力
で
、

村
を
さ
ら
に
元
気
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

葛
尾
村
で
は
、食
物
栄
養
学
科
だ
け
で

は
な
く
、健
康
栄
養
学
科
、地
域
創
成
学
科
、

幼
児
教
育
学
科
で
も
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行

って
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
葛
尾

村
で
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新しい本が届きました
尚、前回の紙面で第12回とご案内しましたが、第13
回の誤りでした。ここに訂正し、お詫び申し上げます。

郡山女子大学短期大学部
地域創成学科教授

 齊藤　弘久

　

齊
藤
弘
久
氏
は
短
大

地
域
創
成
学
科
教
授
。

さ
い
た
ま
市
出
身
。日

大
芸
術
学
部
で
版
画
を

学
び
、文
化
庁
在
外
研

修
委
員
と
し
て
２
年
間

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
を
学
ぶ
。版
画

４
版
種
の
技
法
を
網
羅

し
、東
京
藝
大
デ
ザ
イ
ン

科
で
印
刷
の
基
礎
を
30

年
間
指
導
し
た
。

　

作
品
は
、仏
陀
在
世

中
の
逸
話
シ
リ
ー
ズ
の
１

つ
、出
家
を
志
し
城
を
出

る
太
子
の
馬
を
引
い
た

の
が
、従
者
チ
ャ
ン
ダ
カ

で
あ
る
。苦
行
に
向
か

う
太
子
と
ど
の
よ
う
な

思
い
で
城
を
出
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
２
０
２
２
年
縁
あ
って

郡
山
市
内
に
４
版
種
制

作
可
能
な
版
画
工
房
を

設
立
す
る
。

「ＴＹＡＮＤＡＫＡ」


